
株式会社スペースシャワーネットワーク（本社：東京都港区、代表取締役社長：清水英明）が運営する日本最大
の音楽専門チャンネル スペースシャワーTVは、ライブイベント「スペースシャワー列伝 〜第九十六巻 希彩(きさ
い)の宴〜」を2月4日(火)にShibuya WWWにて開催いたしました。	


出演アーティストにgo!go!vanillas、フレデリック、シナリオアート、本棚のモヨコ。過去に出演経験のあるCzecho 
No Republic、 GOOD ON THE REELはBAR STAGEにてアコースティックライブを披露。	

「ライブハウスを中心に活躍するインディーズアーティストや、ビデオクリップのないアーティストを、ライブを通し
てその魅力を全国の視聴者に伝える」というコンセプトの元、今回も各バンドの独特のセンスが光る内容となりま
した。この模様は3月7日(金)24時からのスペースシャワーTVにてオンエアいたします。	


つきましてはライブレポート、セットリスト、およびライブ写真素材をお送りいたしますので、是非貴媒体で取上げ
ていただけたら幸いです。ご検討の程、何卒宜しくお願い致します。	


平成26年2月6日（木）	
ＳＳＴＶプレスリリース　　　　　　　　　　　　　          
≪報道関係者各位≫	


100巻まであと3巻！スペースシャワーTV主催イベント 

「スペースシャワー列伝 ～第九十六巻 希彩(きさい)の宴～」開催！ 
熱演！go!go!vanillas、フレデリック、シナリオアート、本棚のモヨコ 、Czecho No Republic、GOOD ON THE REEL 

≪イベント概要≫	


スペースシャワー列伝 ～第九十六巻 希彩(きさい)の宴～ 
【日時】2014.2.4 OPEN18:00 / START18:30 
【場所】Shibuya WWW 
【出演】 go!go!vanillas、フレデリック、シナリオアート、本棚のモヨコ 
【アコースティック出演】Czecho No Republic、GOOD ON THE REEL 
【URL】 http://www.spaceshowertv.com/retsuden 
【Twitter】 @retsuden_sstv 
【主催・企画・制作】 SPACE SHOWER TV 【運営】 ディスクガレージ 

スペースシャワーTVは2014年12月1日で25周年を迎えます。	


撮影 / 前中 寿方 



＜報道関係者各位＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

スペースシャワー列伝 〜第九十六巻 希彩(きさい)の宴〜  ◆オフィシャルライブレポート	


平成26年2月6日（木）	


◆SET LIST	


シナリオアート : 1.スペイシー 2.ホワイトレインコートマン 3.サヨナラコウコツ 4.ハロウシンパシー	

5.ハジメマシテ	


本棚のモヨコ :  1.クズの魔法使い 2. かえるとカタツムリ 3.僕らのメモリーズ 4.夢見る子さん	

5.夢子とアンダーグラウンド	


フレデリック :　1.スキマに入れば怖くない 2.秘密のお花畑 3.ブンカブンカ 4.峠の幽霊	

5.プロレスごっこのフラフープ 6.SPAM生活	


go!go!vanillas :　1.人間賛歌 2.ハイテンション 3.ミスタースウィンドル 4.アクロス ザ ユニバーシティ	

5.ビッグモンスーン 6.オリエント 7.ホラーショー(アンコール)	


<アコースティックライブ>	

Czecho No Republic : 1.ネバーランド 2.レインボー 3.メリーゴーランド(新曲) 4.Indie Pop 5.ダイナソー	


GOOD ON THE REEL : 1.素晴らしき今日の始まり 2.2月のセプテンバー 3.ハッピーエンド	


スペースシャワーTVは全国のケーブルテレビ、スカパー！などでご覧いただける、日本最大の音楽専門チャンネルです。 　	


スペースシャワーTVは2014年12月1日で25周年を迎えます。	


＜本件に関するお問い合わせ先＞	

株式会社スペースシャワーネットワーク コンテンツプロモーション部　　　　　　	


TEL：03-3585-3544　FAX：03-3585-3215　http://www.spaceshowertv.com/　　	


担当：宮田 維人　080-6860-3800  miyata@spaceshower.net　	


2月4日、渋谷WWWにて『スペースシャワー列伝～第九十六巻 希彩（きさい）の宴～』が開催された。 
この日は珍しく東京で雪が降ったが、個性的な6バンドのステージは、外の冷たい空気をすっかり忘れさせる、 
熱気に満ちたものだった。なお、場内では出演アーティストが考案したオリジナルのドリンクとスープが販売され、 
お目当てのメニューを手にしたオーディエンスの姿があちこちで見受けられた。 

「混沌とした現実からの少しの逃避行、そんな物語を紡ぎます」というMCで幕を開けたのは、 
男女ツインボーカルのシナリオアート。3ピースのタイトなバンドサウンドと同期を融合させ、 
ラストの“ハジメマシテ”では、スケール感のあるシネマティックなサウンドスケープを作り出した。 
バーステージでのCzecho No Republicは3人編成で、PCからリズムトラックを流してのエレクトロポップ風アレンジを披露。 
普段とは異なるギターを持ってのライブに、「緊張した―」と言いながらステージを去る武井優心に、 
会場からは温かい拍手が送られていた。 

どこか90年代の雰囲気を感じさせる本棚のモヨコは、“クズの魔法使い”といった曲のタイトルからもわかるように、 
一癖あるギターポップが持ち味。札幌在住のバンドらしく、MCでは「東京でも雪が降るんだ」「東京の方が寒いね」 
と言葉を交わすなど、自然体のキャラクターも微笑ましかった。 

バーステージ2組目はGOOD ON THE REELのアコースティックセット。 
ボーカルの千野隆尋は座った椅子から転げ落ちそうなほどの身振り手振りを交えながら、ハスキーな声で熱唱。 
最後は遂に立ち上がって、オーディエンスに訴えかけるように歌う姿が印象的だった。 

昭和歌謡風のSEに合わせて手拍子をするオープニングからして、何やら怪しげな雰囲気の漂うフレデリック。 
ファンキーなベースラインを軸としたグルーブ、サイケデリックなサウンド、キャッチーなメロディー、 
どれも不思議な中毒性を持ち、彼らの虜になった人も多かったに違いない。 

この日のトリを飾ったのは、2月20日からスタートする『スペースシャワー列伝 JAPAN TOUR 2014』にも 
抜擢されたgo!go!vanillas。メンバー4人共が盛り上げ上手で、「何が何でも俺たちのロックンロールで踊らせるんだ」 
と言わんばかりの、エンターテイメント精神あふれるステージを展開し、見事にイベントを締めくくってみせた。 

この日の模様は3月7日（金）の24：00から、スペースシャワーTVでオンエアされることも決定。 
ステージの熱気をぜひ感じてみてほしい。   

 Text / 金子 厚武	



